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[(社)日本家政学会

政人な子の下腿部における表面積の日内なうびに今節蕪について

日本ヽ々大象政　〇奪　英淑　大野刮暇　夕屋淑子

　目的　人体脚部は体重の支t，平衛保持，歩行。走行などの人閉の基本行勧機能色担う

重要な部分であリ，それT£けに1日の足｡八の負荷u大きい。賎？の日常の生;舌＼＝おしヽて，

長時閉の立ち秦き々歩行後に，脚部に"むくみ”を生じヽ，そのため＼--.. 靴の着用を｡困難に

しT-リ拘東．tifえたリtる。この現象を量的にとらえる1 -7の方靖として本報てa表面積

を劇定し下腿部の日内なうびに奇節差について捕鮮しμ。
　ち汰表餌責は婦時闇で刃伎がr き｡劃定傾度のよい紙晋換活i -よ■,r~。劃定劉?ｲ立13.

下Hil部をひざ，ふ< "7I? ぎレ足首。足脊の牟邦位に/がﾌﾞて測呪しTこ。またな子の性周期を

考虜し日本調の正常時と月経時，日内の仔前と年後よ季節の冬季と覧今について剤足しに

旅験羞n.健康な成入寮子り名で｀ある。

　締果体調の正常時と月好時につしヽて|も何れの条タ
リ月縁時の変化量が゛大さい。trこ，冬季と覧秀でμ，怜鳥が゛変化世か大になる。部位の裳

化[3，象今は足首〉ふくら13 ぎ〉足背〉ひざの"If となリ，冬奇･J足首〉足背ンふくらIJぎ

〉ひざの哺となっrc.粗表面積家化についてみると，象季13，午前,こ対して午後が゛正常時

に10.「砕c－'-.月羅時に|2.|<?C/M1’面積増加し,臍調の正彬時に対し阿経時ig仔前≫.?7c，^，

坪倹|0.02・・*｡冬季は，り
晋た季節についzみると。覧今は冬季に対レて，正常時に･折前|今。4．・，今後討O吋

月経時はキ煎目り｡らScm.＼，岬劇叩^-CM‘の面積増加が･みうれた。
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　@的被服容量a着装の環境内[z占める刄4ri-t-哺し, Iれほ，mmの外編的性質t農

現f るものでもある．被服は，材料のトレーず性肺ヒデザイ/＼＝より形態炉決定され．さ

ら＼-.,着叢することにより. 人体の奪靖と．人休と被服哨の雛休邨蛍陳のー量が合計され
被服容量加与尤られる．被服内部の安朧量（被m内安気量）a, ゆとり量をあらわし，熱

的性質を知るためにも重零な因子Tある，被服内空気量la.部仕により息があリ．含rこ．

勧作匯よる被服の律動なと,ヵヽう'Si'rしも一気値竃ホすものでほない．本研'^でi亀inｲ進諦゛

止.時の局所の被服内空気量，局所被限容量に･7 いて検討しr=。

　方法被原内密気量の計?f'Jl3，哩気一水置検法（牙I 枢）(こよリ行っμ．Hなわち，供

試被服色pyc,フ4 Iしム，で作成し，水槽の中に立ち．水位を次第に上昇さゼ;，被服内のを
気色水と置換し，着衣のに部かう排出される宦気量左計れ」した．哭験条件ほ，■Sﾗ晶^^'c，

気湿RHG^叫，水温は36土I "Cである．局所被服各iEに関寸る分割部立i亀セミタ・Iトス

■fl- ト, でボ／ia，胴il線, mm線．股下偉，膝概1維．祁回線の5基準緯かう分割こrれる

A-都位とし，ワンピースドレスもfi付根囮嘸，胸囲線t加λ．ワ基準線からなるG部位

としr=．
締果　ズポこ/スタA Iレは叉カ-トスタイ川こ比/ヽし被服島量はかさ＜，特に輝固線八.･股

下嫁部位l-3約30％,lヽさいこと芦示されTと．ワンピースドレススタイ,レ13.胴回線ｶヽらよ.部
に剣本■の約恥沁の甕気t含むごとがわが｀つre．被服内安気^の計剥ヵ゛ら，ゆヒリ*を従

凍の長さ方向ゆとり量に対し, 局所刹の侈樟ゆとり-をとして把循することかT"き阻．


